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茨城県の少子化対策の経緯

１９９７（平成９年）
３月 大好きいばらきエンゼルプラン策定

（茨城県子育て支援総合計画）

２００１（平成１３年）
４月 少子化対策室設置

大好きいばらきエンゼルプラン２１策定
（茨城県少子化対策総合計画）

７月 茨城県少子化対策推進県民会議設置７月 茨城県少子化対策推進県民会議設置
（次世代育成支援対策推進を協議し，少子化対策県民運動を具体的に推進する。）

８月 茨城県少子化対策推進本部設置
（知事を本部長とする部局横断的組織で、少子化対策施策を推進、総合調整する。）

１

２００５（平成１７年）
３月 大好きいばらき新エンゼルプラン２１策定

２０１０（平成２２年）
３月 大好きいばらき新エンゼルプラン２１後期計画策定

２００６年（平成１８年）
６月 いばらき出会いサポートセンター設立



独身者に
聞いた

「茨城県の少子化の背景①」「茨城県の少子化の背景①」

しない理由

できない理由

少子化の最大要因
である独身者は
結婚支援を要望！

夫婦は経済支援を
望んでいる

夫婦に
聞いた

（H26年8月調査結果） ２

（複数回答）

（複数回答）



「茨城県の少子化の背景②」「茨城県の少子化の背景②」

県民全体
に聞いた

（％）

県民全体では、
若者の就労支援、
経済的支援、保育が

３大要望

（H26年8月調査結果） ３

（複数回答）



茨城県の主な子育て支援事業①
認定こども園 ・ 放課後子どもプラン

茨城県は

全国３位

99件

４

◇「放課後子供教室推進事業」と「放課後児童クラブ推進事業」を
一体的連携して実施する総合的な放課後対策（放課後子どもプラン）
を推進
◇本県では両制度の所管を一本化（H22～）

放課後子どもプラン



小児医療助成制度

◇事業内容

妊産婦医療助成制度
◇対象：医師が妊娠の継続と安全な出産に

必要と認めた疾病

茨城県の主な子育て支援事業②

妊産婦・小児医療費助成
（H10.11開始）

入院
中３まで
（６万人）

全国２位レベル

外来
小６まで
（２５万人）

全国７位レベル

県助成額 約２７億円

実施県
予算額

（H26年度）

岩手県 １億２,９００万円

茨城県 ４億６,５００万円

栃木県 ２億６ ５００万円

◇県内市町村の実施状況 (44市町村 H26.10.1現在)

国による国保国庫負担金削減額
約８億円 (平成２４年度)

医療費助成を現物給付により
行ったことによる措置

５

高校生まで
入院・外来とも ２市町

6.8%
入院のみ １市

入院・外来とも
中３まで

３６市町村 81.9%

入院は中３
外来は小６

５市 11.3%

栃木県 ２億６,５００万円

富山県 ６,０００万円



茨城県の主な子育て支援事業③

◇目 的 子育て家庭を地域，企業，行政が一体となって応援する機運の醸成

◇運用開始 平成１９年

・妊娠中の方
協賛店舗等４，９８０店舗

（H26.10月末）

カード提示

いばらき子育て家庭優待制度

◇広域連携 ６県のカードを相互に取得可能

茨城 福島 栃木 群馬 新潟 埼玉

・子育て家庭(18歳未
満)

約３１２，０００世帯

（スーパー，飲食店，各種量販店

ドラッグストア，理美容，

ホテル，観光施設等）

市町村 県

カード申込

カード配付

サービス提供

料金割引や

プレゼント等
協賛申込 登録

（ステッカー・

ポ ス タ ー交
付）

協賛店舗等の

取組をPR

６



茨城県内の企業及び市町村の主な子育て支援の事例

市町村の取組民間企業の取組

茨城県信用組合
（H18年1月～累計）

出産祝金支給制度 支給実績

河内町
次世代育成支援金支給事業

◇第２子の出産：５０万円支給
（出産時に１１万円、１歳～６歳の誕生日ごとに
６万５千円）
◇第３子以降の出産：１００万円支給

７

出産祝金支給制度
第5子(300万円) １名
第4子(200万円) ４名
第３子(100万円)             34名

育英手当の支給制度
大学院，大学，短大，専門学校

(10,000円/月）
高専，高校(7,000円/月)

◇第３子以降の出産：１００万円支給
（出産時に２２万円、１歳～６歳の誕生日ごとに
１３万円）

利根町
子育て応援手当金支給事業

◇第２子の出産：５０万円支給
（出産時に３８，０００円、２年目から１５年目
まで毎年３３，０００円）
◇第３子以降の出産：１００万円支給
（出産時に７６，０００円、２年目から１５年目
まで毎年６６，０００円）



４支部

県 労福協 賛助会員
（企業）

基金協市町村

いばらき出会いサポートセンター
による結婚支援体制

８

・平成18年6月 設立
・会員制（会費：１０，５００円／３年）
・職員数２５人（うち相談員２２人）

成婚数 １，２８８組
会員数 ３，２４９人
ふれあいパーティ

Ｈ２５：２６２回

４支部

（日立）（牛久）

（結城）（神栖）

本部

（水戸）



いばらき出会いサポートセンター

結婚を
希望する

茨城県の結婚支援の仕組み

９

任意団体

地域活動協議会（５地区）

委嘱者数（８３２人）

連絡会議
（事務局：県）

社協企業

ＮＰＯ

商工団体財団

任意団体

希望する
男女

団体数（４２）



茨城県の取組が、全国に
先駆けた先進事例として

『平成２６年版少子化社会対策
白書』に取上げられました。

茨城県の結婚支援の仕組み
茨城県の結婚支援

１０



いばらき出会いサポートセンター
成婚・会員数の推移

１１

H２６年度
成婚実績
１８組／月



２５歳 ３５歳

指定なし 指定なし

こだわらない

初婚

なし

年齢

身長

職業 □会社員 ■公務員 □団体職員

から

から
希望の相手が
見つかったら
相談員が

学歴

結婚歴

子どもの有無

検索条件設定画面

i Pad端末でプロフィール検索

１２

こだわらない

なし

こだわらない

相手の姓になっても良い人を検索

職業

年収

居住地

□会社員 ■公務員 □団体職員
□自営業 □パート・アルバイト □その他

■茨城県内 □県北
□県央 □県南 □県西
□鹿行 □茨城県外

相談員が
仲介

同居別居

結婚後の姓

検索の結果３８９人が合致しました。そのうち、相手からの条件に合致しているのは２９９人です。

検索実行

３８９人すべてを見る 合致している２９９人を見る



Ｈ２５実績２６２回
（Ｈ１８～１，３９２回）
参加者数 ：４９，５６５人
カップル成立：５，８５１組

ふれあいパーティでマッチング

１３

主催，共催，
後援など
多彩な企画

市町村、団体、企業
とのコラボレーション


